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目的 大型、多発性のボーエン病、基底細胞癌に対する PDT の有効性を検

証する 
研究デザイン コホート研究 
セッティング イギリスの大学病院 
対象者 大型（2cm 以上）ボーエン病 40 例、多発性（3 ヶ所以上）ボーエン

病 45 例、大型表在型基底細胞癌 40 例、多発性表在型基底細胞癌 58
例 

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） ALA 外用 PDT 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 完全奏効率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

基底細胞癌に関して：3 回までの治療で大型基底細胞癌の完全奏効率

は 88％で、34 ヶ月の観察期間で 4 例が再発し、最終的な完全奏効率

は 78％。多発性基底細胞癌に対しては 3 回までの治療での完全奏効

率は 90％、41 ヶ月で 2 例が再発したため最終的には 86％。 
 

結論 

大型、多発性のボーエン病と表在型基底細胞癌に対しては PDT は第

一選択の治療とすべき。 
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エビデンスのレベル分類（ ＩＶ ） 
基底細胞癌は全て表在型を対象としているが、観察期間も比較的長

く、再発の評価も正確に行われている。 
症例集積研究ともいえるが、適当にまとまった症例を詳細かつ長期

に観察しており、コホート研究に準ずるものと評価した。 
 




